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 Web ページのスタイルを指定するために，一般的に用いられるスタイルシートとして

CSS がある．CSS は規則集合で構成され，規則を XML/HTML データに適用することで

Webページのスタイルを指定する．CSS作成の過程で，Webページのスタイルに影響を与

えない無駄な規則が記述されることがある．このような規則によって，CSS の可読性を低

下させ，メンテナンスが困難になるなどの問題が生じる． 

 XML/HTML データに関して不要な CSS 規則を検出する手法は存在するが，それだけで

は不十分である．ある程度の規模を持つWebサイトでは，複数の XML/HTMLデータに対

して共通の CSSを適用することが多い．このような場合において，ある XML/HTMLデー

タのスタイルには影響を与えないが，他の XML/HTML データのスタイルに影響を与える

ような規則が，CSS 作成者によって記述されることがある．さらに，XML/HTML データ

は時間の経過と共に更新されることが多い．ある特定の XML/HTML データのどの要素に

も適用されない CSS規則が検出されたとしても，その規則が本当に不要なのか否かは自明

でない．したがって，どの XML/HTML データにも適用され得ない不要な規則を自動的に

検出できれば有用であると考えられる． 

 そこで，本研究では DTD を参照することで，DTD に妥当などの XML/HTML データの

どの要素にも適用されることのない CSS規則（充足不能な規則）を検出するアルゴリズム

を提案する．提案アルゴリズムでは，オートマトン理論に基づいて充足不能な規則の検出

を行う．DTDと CSS規則それぞれからオートマトンを構成し，オートマトン間の演算によ

り充足不能な規則を検出する．手動で充足不能な規則を発見することは一般的に極めて難

しい問題である．評価実験では，提案アルゴリズムを用いて充足不能な規則を検出する場

合と，手動で充足不能な規則を検出する場合とで処理時間などを比較した．その結果，提

案アルゴリズムの有効性を示唆する結果が得られた． 
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